
スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）及び
ワールド・ワイド・ラーニング（ＷＷＬ）の指定について

１ 令和２年度スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）について

① 事業概要
文部科学省では、将来の国際的な科学技術人材を育成することを目指し、理数系教育に

重点を置いた研究開発を行う「スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ 」事業を平成14）
年度から実施している。
ＳＳＨでは、通常指定の「基礎枠」と科学技術人材の育成に係る更なる取組を行う「科

学技術人材育成重点枠」がある。本県における既ＳＳＨ指定校は、宮崎北高等学校 の１校※

のみであったが、今春、延岡高等学校と宮崎西高等学校・宮崎西高等学校附属中学校の２
２校とも令和２年度ＳＳＨ「基礎枠」に採択され、本県のＳＳＨ指定校は、校が応募し、

合計３校となった。
※ 宮崎北高等学校は 「基礎枠」及び「科学技術人材育成重点枠」の両方の採択校である。平成31年度に第Ⅳ期指定、

（指定期間５年：平成31年度～令和５年度）を受けた。

② 審査結果、応募状況、審査方法
全国56校から実施希望調書の提出があり、提出された実施希望調書について、外部有識

者からなる企画評価会議協力者が審査を行い、その結果をもとに28校が内定した。

③ ２校の研究開発課題
学校名 研究開発課題

延岡高等学校 「工都のべおか」で 人材を育成するSTI for SDGs
カリキュラムの開発

宮崎西高等学校 未来イノベーションを牽引する人材を育成する
・宮崎西高等学校附属中学校 中高一貫した宮西型「 プログラム」の開発STEAM

④ その他（参考）
全国のＳＳＨ指定校数は、217校（うち令和２年度新規採択28校）

２ 文部科学省事業「ワールド・ワイド・ラーニング（ＷＷＬ）コンソーシアム構築支援事業」

① 事業要旨
未来ある高校生に対し、高度な学びや海外留学プログラムを提供し、新たな社会を牽引

する人材（イノベーター）を育成する仕組みを構築する。

② 事業目的・効果
社会の大きな変革としてSociety5.0の到来を踏まえ、将来、新たな社会を牽引し、世界

で活躍できるビジョンや資質・能力を有したイノベーターを育成するため、高等学校等と
国内外の大学、企業、国際機関等が協働し、高校生へ高度な学びを提供するネットワーク
を構築する。将来的に文理両方を学ぶ高大接続改革にもとづくコンソーシアムへとつなげ
ることを目指す。

③ 令和２年度採択校（12校）

学校法人富士見丘学園 国立大学法人
富士見丘高等学校 広島大学附属福山中・高等学校

長野県上田高等学校 国立大学法人 愛媛大学附属高等学校

京都府立鳥羽高等学校 学校法人中村学園 中村学園女子高等学校

学校法人同志社 同志社国際高等学校 長崎県立長崎東中学校・長崎東高等学校

熊本県立熊本高等学校国立大学法人
大阪教育大学附属高等学校平野校舎

岡山県立岡山操山中学校・高等学校 宮崎県立宮崎大宮高等学校

④ 事業構想名
「食」を通じてゆたかな世界を協創するイノベーターの育成

その他　⑤




